
【
各
論
】「

大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
性
に
関
す
る
一
考
察

　
　
1
「
牢
人
」
記
述
の
展
開
と
「
血
気
ノ
勇
」
の
否
定
－

野
本
禎
司

　
　
③
『
武
家
諌
忍
記
』
（
対
馬
歴
史
資
料
館
、
以
下
、
対
馬
本
）

　
　
④
『
武
家
勧
懲
記
』
（
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
）

　
　
⑤
『
土
芥
憲
雌
記
』
（
金
井
圓
校
注
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）

　
　
⑥
『
諌
懲
記
後
正
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

　
以
下
、
「
大
名
評
判
記
」
の
内
容
構
成
に
し
た
が
い
（
a
）
大
名
人
柄
、
（
b
）
領
知
概
況

・
家
臣
処
遇
、
（
c
）
愚
評
と
分
け
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
①
②
③
④
の
関
係

は
総
論
で
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の
関
係
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
二
点
に
着
日
し
て
検
討
す
る
。

　
一
点
目
は
、
総
論
に
て
注
目
し
た
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
と
対
馬
歴
史
資
料
館
所
蔵
『
武

家
諫
忍
記
』
（
以
下
、
対
馬
本
）
と
で
大
名
名
・
居
所
デ
ー
タ
が
異
な
る
大
名
家
へ
の
着
臼
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
一
大
名
家
か
ら
「
武
家
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
性
を
探
ろ
う
と
す
る
第
三

班
の
方
法
に
も
と
づ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
点
目
は
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
記
述
の
あ
る
大
名
家
へ
の
着
目
で
あ
る
。
筆
者
は
、
す
で

に
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
憲
筆
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
の
「
浪
入
」
「
渡
り
侍
」
記
述
に
着
目

し
て
三
密
の
関
係
性
等
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
〔
、
こ
の
視
点
か
ら
「
大
名
評
判
記
」

の
関
係
性
を
検
討
し
や
す
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
改
め
て
「
牢
人
」
「
浪
人
」
記
述

に
着
目
す
る
積
極
的
な
理
由
は
別
に
あ
る
。
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵
『
武
家
諌
旧

記
』
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
製
本
は
「
浪
人
」
に
よ
る
執
筆
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
〔
。

「
大
名
評
判
記
」
の
基
調
の
手
が
か
り
を
得
る
手
段
と
し
て
「
浪
人
」
「
牢
人
」
記
述
に
着
目

し
て
み
た
い
。

「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
①
～
一
大
名
家
か
ら
～

　
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
と
対
馬
本
と
で
大
名
名
・
居
所
デ
ー
タ
が
異
な
る
大
名
家
は
、
総

論
第
3
表
の
よ
う
に
一
六
家
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
史
料
翻
刻
を
担
当
し
た
巻
で
あ
る

対
馬
本
巻
五
本
多
家
（
総
論
第
6
表
、
本
論
第
1
表
）
、
同
母
五
奥
平
家
（
総
論
第
9
表
、
本

論
第
2
表
）
、
同
巻
＝
二
朽
木
家
（
総
論
第
1
2
表
、
本
論
第
3
表
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ

で
使
用
す
る
史
料
は
つ
ぎ
の
六
本
と
す
る
。

　
　
①
『
武
家
諌
忍
記
』
（
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
、
以
下
、
刈
谷
本
）

　
　
②
『
武
家
諫
忍
記
』
（
加
賀
市
立
図
書
館
聖
手
文
庫
、
以
下
、
羽
島
本
）

　
1
．
対
馬
本
巻
五
本
多
家

　
本
多
家
の
当
主
は
、
①
②
が
忠
義
（
能
登
守
）
、
③
④
⑤
が
忠
義
の
次
当
主
忠
平
（
下
野
守
）
、

⑥
が
忠
平
の
次
当
主
忠
常
（
能
登
守
）
と
な
り
、
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
記
述
は
三
代
に
わ

た
る
。
居
所
に
つ
い
て
は
、
①
②
③
④
が
陸
奥
国
白
川
、
⑤
⑥
が
大
和
国
郡
山
と
な
る
。

　
（
a
）
ま
ず
、
当
主
が
忠
平
で
共
通
す
る
④
⑤
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。
⑤
の
記
述
の
中
に

は
第
1
表
下
線
部
の
よ
う
に
④
と
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
最
後
に
「
云
リ
」
が
付
し
て
あ
る
。

そ
の
他
の
記
述
は
⑤
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
④
⑤
⑥
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。

遅
日
さ
れ
る
の
は
④
と
⑥
と
の
関
係
で
あ
る
。
④
と
⑥
で
は
代
替
り
し
た
も
の
の
、
⑥
「
家

国
ノ
政
道
正
シ
ク
保
護
セ
ラ
ル
」
以
外
の
記
述
は
、
文
章
表
現
が
異
な
る
箇
所
も
あ
る
が
、

内
容
は
同
様
と
い
え
る
。
⑥
の
大
名
人
柄
の
記
述
は
、
忠
常
の
人
柄
を
記
述
し
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
⑤
は
直
接
④
を
参
照
の
う
え
引
用
し
、
⑥
も
直
接
④
を
参

照
し
て
文
章
表
現
を
変
更
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
b
）
⑥
に
記
述
が
な
い
た
め
、
④
⑤
の
関
係
を
見
る
。
⑤
の
記
述
の
中
に
は
第
1
表
下
線

部
の
よ
う
に
④
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
共
通
す
る
記
述
は
、
領
知
概
況
の
記
述
で
は
な
く
、

家
臣
処
遇
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
「
家
中
へ
四
ツ
、
在
江

戸
之
年
百
石
二
付
四
人
扶
持
」
「
国
役
五
分
、
江
戸
詰
ヨ
シ
」
の
記
述
は
①
②
③
に
も
共
通
す

る
記
述
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
居
所
が
異
な
る
た
め
領
知
概
況
の
記
述
は
変
更
さ
れ
る
が
、

家
臣
処
遇
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
④
⑤

に
は
家
臣
処
遇
の
記
述
が
共
通
す
る
と
い
う
関
係
を
見
出
せ
る
。

　
（
c
）
ま
ず
、
当
主
が
忠
平
で
共
通
す
る
③
④
⑤
で
あ
る
が
、
三
者
に
共
通
す
る
記
述
は
見

出
せ
な
い
。
注
冒
し
た
い
の
は
、
③
と
⑥
の
記
述
内
容
の
親
和
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者

の
「
血
気
ノ
勇
」
を
め
ぐ
る
理
解
の
仕
方
に
見
ら
れ
る
。
③
で
は
忠
平
に
対
し
て
「
血
気
ノ

勇
甚
有
ル
人
ト
見
ヘ
タ
リ
」
と
推
考
し
、
そ
の
理
由
を
「
（
文
武
－
筆
者
注
）
不
知
シ
テ
ハ
利

根
発
明
」
で
あ
る
か
ら
と
す
る
。
⑥
で
は
忠
義
の
こ
と
を
「
生
得
血
気
ノ
勇
ニ
シ
テ
、
文
道

ヲ
不
学
、
武
法
ヲ
旨
ト
シ
、
才
智
発
明
ナ
リ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
③
と
⑥
で
は
異
な
る
人

卜1
5

「



物
を
評
し
て
い
る
が
、
論
評
の
基
準
に
「
血
気
ノ
勇
」
障
文
武
両
道
で
は
な
く
利
根
発
明
で

あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
共
通
性
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
③
と
⑥
に
直
接
的
な
参
照
関

係
が
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
2
．
対
馬
本
巻
五
奥
平
家

　
奥
平
家
の
当
主
は
、
①
②
③
が
忠
昌
（
美
作
守
）
、
④
⑤
が
忠
昌
の
次
々
当
主
昌
章
（
美
作

守
）
、
⑥
が
昌
章
の
次
当
主
昌
春
と
な
り
、
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
お
い
て
三
代
が
記
さ
れ

る
。
な
お
、
忠
昌
と
昌
章
の
問
に
官
能
（
大
膳
亮
）
が
入
る
た
め
、
本
文
の
記
述
は
四
代
に

わ
た
っ
て
い
る
。
居
所
に
つ
い
て
は
、
①
②
⑤
が
下
野
国
宇
都
宮
、
③
④
が
出
羽
国
山
形
、

⑥
が
丹
後
国
宮
津
で
あ
る
。

　
（
a
）
ま
ず
、
④
⑤
の
関
係
で
あ
る
が
、
当
主
は
昌
章
で
共
通
す
る
が
、
④
の
時
は
幼
少
の

た
め
か
、
両
者
に
共
通
の
記
述
を
見
出
せ
な
い
。
⑤
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
、
④
⑤
⑥
の
関
係
を
見
た
い
。
⑥
で
は
昌
春
に
代
替
り
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
土
ハ
通
す
る

記
述
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、
④
と
⑥
で
は
当
主
の
年
齢
が
八
歳
と
同
じ
で
あ
り
、
文
章

表
現
が
異
な
る
が
、
当
主
が
幼
少
で
「
所
行
行
跡
ノ
差
別
」
が
な
い
と
の
内
容
が
共
通
す
る
。

な
お
、
こ
の
点
は
③
の
記
述
と
も
共
通
す
る
。
ま
た
、
④
は
文
章
が
途
切
れ
て
い
る
が
、
冷

評
に
「
臣
下
ト
シ
テ
幼
君
ヲ
守
護
ス
ル
次
第
前
二
塁
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
⑥
の
後
半
部

分
「
家
国
ノ
政
道
臣
等
能
ク
是
ヲ
執
行
フ
ト
ナ
リ
」
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
⑥
で
は
、
幼
少
の
当
主
を
家
臣
に
よ
る
政
治
執
行
で
支
え
る
べ
き
と
の
記
述
内
容
に
共
通

性
を
見
出
せ
よ
う
。

　
（
b
）
⑥
に
記
述
が
な
い
た
め
、
居
所
は
異
な
る
が
、
④
⑤
の
関
係
を
見
る
。
第
2
表
下
線

部
の
よ
う
に
⑤
の
記
述
に
は
④
と
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
は
領
知
概
況
で
は
な
く
家
臣

処
遇
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
本
多
家
と
同
様
に
、
④
⑤
に
は
家
臣
処
遇
の
記
述
が
共
通
す

る
と
い
う
関
係
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　
（
c
）
ま
ず
、
④
⑤
の
関
係
で
あ
る
が
、
大
名
人
柄
と
同
様
に
④
の
時
点
で
は
幼
少
で
あ
る

た
め
か
、
両
者
に
共
通
の
記
述
を
見
出
せ
な
い
。
⑤
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
、
④
⑤
⑥
の
関
係
を
見
た
い
。
注
日
し
た
い
の
は
、
⑥
の
「
震
二
段
々
ノ
評
論
ア
リ
」
以

下
の
記
述
で
あ
る
。
第
2
表
下
線
部
の
よ
う
に
忠
昌
、
昌
能
と
二
代
に
わ
た
っ
て
④
と
同
様

の
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
段
々
ノ
評
論
ア
リ
」
と
は
③
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を

⑥
の
編
者
は
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
対
馬
本
巻
＝
一
一
朽
木
家

朽
木
家
の
当
主
は
、
①
②
③
が
植
綱

（
伊
予
守
）
、
④
⑤
⑥
が
植
綱
の
次
当
主
植
込
（
伊
予

守
、
は
じ
め
季
綱
）
と
な
り
、
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
記
述
は
二
代
に
わ
た
る
。
①
②
が
常

陸
国
土
浦
、
③
④
⑤
⑥
が
丹
波
国
福
知
山
と
な
る
。

　
（
a
）
当
主
が
植
昌
で
共
通
す
る
④
⑤
⑥
の
関
係
は
、
三
者
と
も
記
述
が
共
通
す
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
⑤
に
は
「
今
以
然
リ
」
が
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

⑤
成
立
以
前
の
記
述
を
参
照
し
、
⑤
現
在
も
同
様
の
人
柄
・
行
跡
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
諸
本
の
関
係
性
を
考
え
れ
ば
、
⑤
が
参
照
し
た
の
は
④
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
b
）
居
所
が
丹
波
国
福
知
山
で
共
通
す
る
③
④
⑤
の
関
係
を
見
た
い
（
⑥
に
は
記
述
が
居

所
・
石
高
し
か
な
い
）
。
ま
ず
。
④
⑤
の
関
係
は
米
虫
と
家
老
以
外
に
共
通
す
る
記
述
を
見
出

せ
る
。
つ
ぎ
に
③
④
の
関
係
を
見
る
と
、
新
地
運
上
と
在
所
の
位
置
以
外
に
共
通
す
る
記
述

を
見
出
せ
る
。
こ
こ
で
総
論
に
お
け
る
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
と
③
と
で
居
所
が
異
な
る
大

名
家
に
お
け
る
（
b
）
の
記
述
作
成
法
を
思
い
出
し
た
い
。
こ
う
し
た
場
合
、
領
知
概
況
と

家
臣
処
遇
で
参
照
巻
を
使
い
分
け
て
記
述
作
成
し
て
い
た
。
④
で
も
同
様
の
方
法
で
記
述
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
武
家
諫
位
記
』
の
丹
波
福
知
山
の
記
述
を
見
た
い
。
「
新
地
運
上
課

役
等
外
二
一
万
石
量
感
、
乱
売
生
爪
ト
モ
心
中
、
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
六
ツ
マ
テ
、
家
中
へ

三
ツ
半
、
在
江
戸
ノ
年
四
ツ
ナ
リ
、
百
石
二
五
人
扶
持
、
外
二
模
合
有
、
領
内
二
鳥
獣
柴
薪

多
シ
、
民
不
識
、
土
地
中
、
城
本
国
ノ
西
南
、
海
ナ
シ
山
分
多
、
諸
事
不
自
由
ナ
リ
、
サ
レ
7

申
京
都
二
近
ユ
ヘ
リ
以
テ
ヨ
シ
ト
ス
ヘ
シ
、
家
老
板
倉
、
松
平
」
（
刈
谷
本
巻
｝
一
、
松
平
忠

房
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
地
運
上
課
役
を
除
い
て
、
④
の
領
知
概
況
の
記
述
と
②
の
領
知
概

況
の
記
述
（
引
用
史
料
傍
線
部
）
の
大
部
分
に
お
い
て
土
ハ
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

家
臣
処
遇
の
記
述
は
刈
谷
本
朽
木
家
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
④
で
も
③
と
同

様
に
、
居
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、
領
知
概
況
と
家
臣
処
遇
で
参
照
巻
を
使
い
分
け
て
、

（
b
）
の
記
述
作
成
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
c
）
当
主
が
植
昌
で
共
通
す
る
④
⑤
⑥
に
お
い
て
、
第
3
表
下
線
部
の
よ
う
に
共
通
す
る

記
述
を
見
出
せ
る
。
た
だ
し
、
⑤
で
は
『
列
女
伝
』
の
引
用
部
分
が
追
加
さ
れ
、
⑥
で
は
「
種

昌
手
前
不
如
意
ノ
由
、
然
ル
ニ
内
室
富
タ
ル
ト
云
云
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
小
姑

　
以
上
、
大
名
三
家
の
み
の
検
討
で
あ
る
が
、
「
大
名
評
判
記
」
の
関
係
性
と
そ
の
特
徴
を
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
ω
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
参
照
関
係
に
つ
い
て
。
朽
木
家
の
よ
う
に
④
⑤
⑥
で
共
通
す

る
記
述
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
参
照
関
係
は
、
本
多
家
、
奥
平
家
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
⑤
と
④
、
⑥
と
④
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
⑤
と
⑥
に
直
接
的
な
参
照
関
係
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
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②
「
大
名
評
判
記
」
の
領
地
概
況
・
家
臣
処
遇
の
記
述
作
成
に
つ
い
て
。
と
く
に
④
の
場

合
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
居
所
の
変
更
に
対
し
て
、
先
行
す
る
「
大
名
評
判
記
」

の
参
照
巻
を
領
知
概
況
の
箇
所
と
家
臣
処
遇
の
箇
所
と
で
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

文
の
記
述
内
容
を
対
応
さ
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
後
年
に
成
立
し
た
「
大
名
評
判
記
」
に
お

け
る
記
述
内
容
は
、
成
立
当
時
の
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る
「
大
名
評

判
記
」
に
お
け
る
状
況
を
示
し
て
い
る
二
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
多
く
の
大
名
家

に
お
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
総
論
で
検
討
し
た
よ
う
に
③
で
も
同
様
の
方
法

で
領
知
概
況
・
家
臣
処
遇
の
記
述
が
変
更
さ
れ
て
い
た
。
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
共
通
す
る

操
作
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
圖
編
者
批
評
に
お
け
る
「
血
気
ノ
勇
」
の
理
解
の
共
通
性
に
つ
い
て
。
本
多
家
で
検
討
し

た
点
で
あ
る
。
参
照
関
係
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
③
と
⑥
に
お
い
て
、
批
評
の
基
準
に
「
血

気
ノ
勇
」
1
1
文
武
両
道
で
は
な
く
、
利
根
発
明
で
あ
る
と
の
共
通
理
解
が
あ
っ
た
。
文
武
両

道
で
あ
る
必
要
性
と
文
武
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
が
あ
り
（
、
「
大
名
評
判
記
」
に

土
ハ
通
す
る
主
張
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
「
血
気
ノ
勇
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

臣
節
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
　
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
②
～
「
牢
人
」
記
述
か
ら
～

　
1
．
「
牢
人
」
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」
記
述
の
展
開

　
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
お
い
て
「
牢
人
」
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」
記
述
が
あ
る
大
名
家
を

ま
と
め
た
も
の
が
第
4
表
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
の
み
記
述
が
あ
る
大
名
家
数
か
ら
確
認
し
た
い
。
聖
藩
本
が
一

二
家
、
刈
谷
本
が
一
四
家
、
対
馬
本
が
九
家
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
五
家
、
『
土
芥
冠
灘
記
』

が
六
家
、
『
諌
懲
記
後
正
』
が
三
家
で
あ
る
。
『
武
家
諌
忍
記
』
↓
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
憲

離
記
』
↓
『
諌
注
記
後
正
』
の
順
に
お
よ
そ
半
減
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
に
「
渡
り
侍
」
の
記
述
を
加
え
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」
の
記
述
が
あ
る
大

名
家
数
は
、
聖
藩
本
が
二
〇
家
、
刈
谷
本
が
二
四
家
、
対
馬
本
が
「
六
家
、
『
武
家
勧
懲
記
』

が
二
〇
家
、
『
土
芥
冠
手
記
』
が
二
一
家
、
『
諌
懲
記
後
影
』
が
四
家
と
な
る
（
。
『
諌
懲
記
後

正
』
を
除
く
五
本
で
は
該
当
大
名
家
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
大
名
評
判

記
」
諸
本
に
お
け
る
該
当
数
の
変
化
は
、
『
武
家
諌
忍
記
』
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
二
世
記
』

の
ほ
ぼ
同
数
か
ら
『
諌
懲
記
後
正
』
で
大
き
く
減
少
と
な
る
。

　
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
は
参
照
関
係
が
あ
る
の
で
、
極
端
に

減
少
す
る
に
は
何
か
し
ら
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」
記

述
が
、
後
年
成
立
す
る
「
大
名
評
判
記
」
に
し
た
が
っ
て
減
少
し
て
い
く
理
由
を
検
討
し
た

い
。

　
『
武
家
勧
懲
記
』
段
階
で
の
減
少
理
由
で
は
代
替
り
が
注
目
さ
れ
る
。
『
武
家
鳥
餌
記
』
（
刈

谷
本
）
に
記
載
さ
れ
る
．
一
四
家
の
う
ち
『
武
家
勧
懲
記
』
で
減
少
し
た
大
名
家
数
は
八
家
あ

る
（
第
4
表
参
照
）
。
う
ち
堀
田
家
は
改
易
さ
れ
た
た
め
本
文
記
述
が
な
く
、
残
り
の
七
家
は

全
て
代
替
り
し
た
大
名
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
七
巡
の
う
ち
佐
竹
家
を
除
く
六
家
の
記

述
箇
所
は
、
大
名
入
柄
と
編
者
批
評
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
替
り
に
よ
っ
て
記
述
が
変
更
せ

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
『
武
家
勧
懲
記
』
と
の
参
照
関
係
が
あ
る
『
土
芥
冠
麟
記
』
も
同

様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
諌
懲
記
後
正
』
段
階
に
お
け
る
減
少
理
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
記
述
の
内
容
構
成

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。
『
諌
懲
記
後
睾
』
で
は
、
そ
れ
以
前
成
立
の
「
大
名
評

判
記
」
諸
本
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
領
知
概
況
や
家
臣
処
遇
の
記
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
『
武
家
勧
懲
記
』
段
階
で
領
知
概
況
や
家
臣
処
遇
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
浪
人
」
「
渡

り
侍
」
の
記
述
が
、
こ
の
段
階
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
後
年
成
立
の
「
大
名
評
判
記
」
に
お
い
て
「
牢
人
」
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」

記
述
が
減
少
す
る
理
由
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
段
階
で
は
代
替
り
に
よ
っ
て
大
名
人
柄
や
編
者

批
評
に
あ
っ
た
記
述
が
な
く
な
る
た
め
、
『
諌
懲
記
後
正
』
段
階
で
は
領
知
概
況
・
家
臣
処
遇

に
あ
っ
た
記
述
が
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
お
け
る
「
牢
人
」
「
浪
人
」
の
表
記
に
着
臼
す
る
と
、

「
牢
人
」
表
記
が
あ
る
の
は
『
武
家
諫
忍
記
』
諸
本
の
み
で
、
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
冠
騰

記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。
次
項
で
は
、
「
牢
人
」
記
述
か
ら
『
武
家
諌
忍

記
』
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
2
．
「
牢
人
」
記
述
と
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
関
係

　
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
に
お
け
る
「
牢
人
」
「
浪
人
」
表
記
の
違
い
を
第
5
表
に
ま
と
め

た
。　

ま
ず
「
牢
人
」
表
記
の
み
あ
る
大
名
家
数
に
着
目
す
る
と
、
①
刈
谷
本
、
養
賢
堂
本
が
九

家
、
②
草
画
宮
本
A
、
B
が
八
家
、
③
対
馬
本
が
二
家
、
④
狩
野
文
庫
本
、
聖
藩
本
が
一
家
、

⑤
岡
山
大
本
が
○
家
と
な
る
。
岡
山
大
本
に
「
牢
人
」
表
記
が
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
狩
野
文
庫
本
、
聖
艶
本
、
対
馬
本
は
、
「
浪
人
」
表
記
の
方
が
「
牢
人
」
表
記
よ
り
も

多
い
。
こ
れ
ら
四
本
は
、
な
ぜ
「
浪
人
」
表
記
の
方
が
多
い
の
か
、
編
者
の
意
図
や
編
者
像
、

作
成
年
代
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

　
つ
ぎ
に
「
牢
人
」
「
浪
人
」
記
述
が
あ
る
大
名
家
に
着
目
す
る
と
、
①
刈
谷
本
、
遠
慮
堂
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本
、
興
譲
館
本
A
、
B
、
狩
野
文
庫
本
の
五
本
が
一
四
家
と
最
も
多
く
、
②
岡
山
大
本
が
一

二
家
、
③
聖
藩
本
が
＝
家
、
④
対
馬
本
が
八
家
と
な
り
、
対
馬
本
の
数
が
他
本
に
比
べ
少

な
い
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
①
の
系
統
に
所
属
す
る
刈
谷
本
と
対
馬
本
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。

対
馬
本
に
記
述
が
な
い
大
名
家
は
、
丹
羽
家
、
堀
田
家
、
松
平
家
、
板
倉
家
、
津
軽
家
、
宗

家
の
六
家
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
堀
田
家
、
松
平
家
、
板
倉
家
、
津
軽
家
は
対
馬
本
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
㈲
。
残
っ
た
宗
家
に
つ
い
て
、
対
馬
本
で
は
「
家
±
ワ
タ
リ
侍
ナ
シ
」
の
記
述
は

残
り
、
「
遠
国
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
諸
牢
人
家
ヲ
望
マ
ス
」
の
記
述
だ
け
削
除
さ
れ
て
い
る
。
「
ワ

タ
リ
侍
」
の
例
に
な
る
が
、
「
遠
国
ナ
レ
ハ
ワ
タ
リ
侍
家
ヲ
民
望
」
と
あ
る
五
三
家
の
記
述
も

対
馬
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
遠
国
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
牢
人
」
「
渡
り

侍
」
に
関
連
す
る
記
述
が
不
利
益
に
な
る
と
、
対
馬
本
で
は
そ
の
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
成
立
過
程
に
お
け
る
事
情
か
ら
、
対
馬
本
で
は
「
牢
人
」
「
浪

人
」
記
述
の
あ
る
大
名
家
数
が
他
本
に
比
べ
少
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ

ま
え
れ
ば
、
対
馬
本
は
①
と
同
じ
系
統
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
が
望
ま
な
い
大
名
家
と
は
、
『
武
家
諌
忍
言
』
諸
本
の
本
文
記
述

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
刈
谷
本
の
記
述
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
そ

の
理
由
は
、
①
「
執
事
職
」
（
酒
井
家
、
松
平
家
）
、
②
「
寒
国
」
（
丹
羽
家
）
、
③
「
遠
国
」
（
津

軽
家
、
宗
家
、
五
嶋
家
）
、
④
「
血
気
ノ
主
将
」
（
真
田
家
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
後
年
成
立
の
「
大
名
評
判
記
」
に
お
け
る
記
述
の
影
響
関
係
を
見
て
み
る
と
、
、

領
知
の
位
置
に
関
わ
る
②
③
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
憲
雛
記
』
の
同
家

の
記
述
で
も
確
認
で
き
る
。
大
名
の
行
跡
に
関
わ
る
①
④
に
つ
い
て
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の

酒
井
家
、
真
田
家
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
武
家
諌
筆
記
』
で
は
『
土
芥
憲
麟
記
』

に
み
ら
れ
た
「
浪
人
」
「
渡
り
侍
」
の
記
述
と
藩
政
と
の
関
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
牢
人
」
「
浪
人
」
が
、
「
執
事
職
」
の
大
名
、
「
血
気

ノ
主
将
」
で
あ
る
大
名
を
仕
官
先
と
し
て
望
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
他

に
記
述
を
確
認
で
き
な
い
た
め
理
由
を
追
究
で
き
な
い
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
牢
人
」
「
浪

人
」
記
述
の
あ
る
大
名
家
の
愚
評
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
次
項
に
て
検
討
し
た
い
。

3
．
愚
評
記
述
に
お
け
る
「
牢
人
」
と
「
血
気
ノ
勇
」
の
関
係

ま
ず
、
愚
評
に
の
み
「
牢
人
」
記
述
が
あ
る
本
多
家
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
1
】
（
刈
谷
本
巻
四
、
本
多
政
勝
）

政
勝
、
武
勇
力
量
勝
レ
タ
リ
、
最
誉
ノ
将
也
ト
モ
云
、
文
学
シ
ラ
ス
、
民
ヲ

貧
リ
、
慢
心
多
シ
、
念
ア
レ
ト
モ
奢
ナ
シ
、
美
児
ヲ
愛
ス
レ
ト
モ
在
城
之
時

居
所
二
女
人
ヲ
堅
ク
不
置
、
惣
シ
テ
法
ヲ
不
破

　
愚
評
義
日
、
几
武
勇
力
里
ス
ク
レ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
主
将
タ
ル
人
ハ
必
嗜

　
可
有
儀
也
、
但
文
武
両
道
不
学
ヲ
以
仁
義
ノ
勇
ト
ハ
云
カ
タ
シ
、
血
気
ノ

勇
ナ
ル
ヘ
シ
、
國
ヲ
治
ル
人
馬
思
慮
ヲ
前
ニ
シ
テ
勇
ヲ
後
ニ
セ
ン
ヤ
、
生

得
ヨ
リ
カ
里
ス
ク
　
、
享
非
ト
云
ニ
ア
ラ
ス
、
勇
ハ
三
徳
ノ
其
ノ
ー
ツ
ナ

レ
ハ
是
ヲ
不
知
ハ
不
覚
也
、
大
名
ト
ナ
ツ
テ
サ
ノ
ミ
カ
量
タ
テ
ナ
ト
ハ
無

益
可
成
、
誉
レ
有
人
ト
云
ハ
知
仁
勇
ヲ
兼
テ
私
欲
邪
雲
ノ
心
ナ
ク
、
家
信

ヲ
憐
ミ
タ
ノ
将
ナ
ル
ヘ
シ
如
何
、
本
文
之
作
者
ノ
心
得
計
三
聖
シ
、
民
ヲ

貧
リ
慢
心
有
人
ナ
ラ
バ
、
是
等
ハ
十
ノ
内
ニ
テ
七
ツ
善
有
功
、
ミ
ツ
ノ
悪

行
二
支
ラ
レ
テ
世
ノ
嘲
ナ
ラ
ン
、
又
七
ツ
ノ
悪
行
有
共
、
ミ
ツ
ノ
善
ヲ
以

家
民
二
遠
慮
ヲ
加
ヘ
テ
常
二
能
撫
再
製
、
悪
行
是
円
作
テ
他
二
千
ル
々
事

ア
ラ
シ
、
天
理
ノ
自
然
ニ
テ
人
ト
成
、
又
主
ト
ナ
リ
、
臣
下
ト
成
、
天
地

ハ
父
母
高
位
匹
夫
モ
兄
弟
ノ
コ
ト
シ
、
土
民
ナ
リ
ト
モ
柳
非
道
ノ
行
ア
ラ

バ
天
ノ
命
ヲ
背
ケ
リ
、
美
児
ヲ
愛
ス
ル
事
甚
シ
、
孝
養
城
前
二
記
之
、
又

在
所
ヲ
節
、
城
内
へ
女
人
ヲ
不
入
事
最
イ
サ
キ
ヨ
シ
、
法
ヲ
背
カ
サ
ル
ヲ

第
一
ナ
レ
ト
モ
其
抵
ハ
可
有
、
一
概
法
二
番
ト
云
書
下
モ
有
マ
シ
悪
事
有

様
ニ
キ
コ
ユ
ル
ト
イ
へ
冨
、
畢
土
見
諸
牢
人
ハ
甚
家
ヲ
望
ム

　
史
料
1
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
「
諸
牢
人
」
は
本
多
家
を
仕
官
先
と
し
て
望
ん
で
お
り
、
そ
れ

は
政
勝
が
「
武
勇
力
量
勝
レ
タ
リ
、
最
盛
ノ
将
」
で
あ
る
た
め
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
評
者

は
「
本
文
之
作
者
心
得
計
量
タ
シ
」
と
し
て
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
「
誉
ノ
将
」
と
は
、
智
仁

勇
を
兼
備
し
、
私
欲
青
書
の
心
が
な
く
、
家
民
を
憐
れ
む
将
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
を
な
げ

か
け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
愚
評
の
記
述
を
詳
し
く
見
た
い
。
冒
頭
部
分
で
は
、
「
武
勇
力
量
」
に
優
れ
て
い

る
こ
と
は
、
「
主
将
タ
ル
人
」
の
必
須
の
条
件
と
す
る
が
、
文
武
両
道
を
学
ば
な
け
れ
ば
「
仁

義
ノ
勇
」
と
は
言
い
難
く
、
「
血
気
ノ
勇
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
「
國
ヲ
治
ル
人
」
は
「
勇
」

よ
り
「
思
慮
」
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
「
勇
」
と
は
三
徳
の
ひ
と
つ
で
あ

り
重
要
で
あ
る
が
、
「
血
気
ノ
勇
」
で
は
な
く
「
仁
義
ノ
勇
」
で
あ
る
必
要
を
評
者
は
説
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
は
、
「
牢
人
」
が
望
む
大
名
像
（
「
誉
ノ
将
」
）
を
め
ぐ
っ
て
、
（
A
）
本
文
で
は
「
武

勇
力
量
」
が
優
れ
た
将
と
し
、
（
B
）
愚
評
で
は
「
智
仁
勇
」
を
兼
備
し
、
「
家
民
ヲ
憐
」
む

将
と
し
て
、
そ
の
評
価
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
評
価
が
割
れ
る
の
は
「
勇
」
を
め
ぐ
る

薮1
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理
解
に
あ
る
。
（
B
）
で
は
、
「
武
勇
力
量
」
に
優
れ
て
い
る
の
み
の
大
名
を
文
武
両
道
に
か

け
る
た
め
「
血
気
ノ
勇
」
で
あ
る
と
し
、
文
武
両
道
で
あ
る
大
名
を
「
仁
義
ノ
勇
」
と
し
て

評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
文
と
愚
評
の
作
者
が
異
な
る
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
今
回
検
討
し
た
『
武
家
諌
書
記
』
諸
本
と
は
別
の
『
武
家
諌
薫
陶
』
が
存
在
し

て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
「
牢
人
」
が
望
む
大
名
家
は
「
武
勇
力
量
」
が
優
れ
た
大

名
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
本
文
に
お
い
て
「
牢
人
」
が
仕
官
先
と
し
て
望
む
と
記
述
が
あ
る
堀
田
家
と
水

野
家
の
摺
本
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
2
】
（
刈
谷
本
巻
六
、
堀
田
正
信
）

正
信
、
武
勇
ヲ
好
ミ
、
文
学
ヲ
専
ト
ス
、
才
智
発
明
過
タ
リ
、
民
ヲ
不
貧
、

憐
慰
有
、
誉
ノ
将
ト
等
、
諸
牢
人
此
家
ヲ
望
ム

　
愚
評
三
日
、
十
二
心
得
徳
有
人
ナ
ル
ヘ
シ
、
然
レ
プ
串
才
智
坪
尻
ル
事
不
審
、

　
能
学
テ
智
明
ナ
ル
人
有
無
ノ
差
別
ナ
シ
、
考
テ
見
ル
ト
キ
ハ
武
法
ス
キ
、

文
道
ヲ
知
ル
久
世
二
多
シ
、
然
ル
ニ
武
ヲ
専
二
心
懸
ル
人
ト
文
ヲ
心
カ
タ

ル
人
ト
ヲ
合
セ
、
文
ノ
ス
キ
タ
ル
人
ハ
和
有
テ
悠
然
ト
ス
、

ル
人
ハ
強
ミ
過
テ
威
儀
ト
ウ
く
ト
等
血
気
甚
シ
、

ヲ
外
二
用
ル
ト
ノ
故
也
、
又
ハ
内
外
共
二
吉
、
人
ノ
身
躰
ヲ
銭
ノ
如
ク
持

タ
キ
モ
ノ
也
、
直
心
ハ
銭
ノ
形
ハ
外
丸
ク
シ
テ
フ
チ
ア
リ
、
内
四
角
二
等

フ
チ
ア
リ
、
井
二
文
学
ヲ
記
ス
人
ハ
内
二
義
ヲ
以
テ
能
角
ヲ
立
テ
少
シ
モ

タ
チ
ロ
カ
ス
、
是
威
儀
ト
ゥ
く
ト
云
ヘ
シ
、
外
ハ
柔
和
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ク

少
シ
モ
変
セ
ス
、
四
方
二
禮
義
ヲ
兼
テ
外
ノ
丸
キ
心
ニ
モ
フ
チ
ヲ
シ
テ
丸

キ
ト
テ
不
丸
、
又
内
ノ
角
ニ
フ
チ
有
テ
、
ソ
レ
く
ノ
用
ヲ
調
ル
如
ク
、

是
慎
ノ
根
本
ナ
ラ
シ
ニ
、
銭
ヨ
リ
万
貫
ニ
ヲ
シ
ワ
タ
ツ
テ
違
ナ
シ
、
民
ヲ

　
　
　
武
ノ
勝
レ
タ

文
ヲ
内
国
用
ル
ト
武

憐
ム
事
大
善
行
ノ
根
源
也
、
諸
牢
人
家
ヲ
望
ム
事
ハ
武
将
ノ
徳
ア
レ
ハ
也

【
史
料
3
】
（
刈
谷
本
巻
一
〇
、
水
野
忠
善
）

忠
善
、
文
モ
有
、
武
勇
甚
好
、
恐
ラ
ク
ク
ラ
フ
ヘ
キ
方
ナ
シ
、
利
根
発
明
過
タ
リ
、
禅
法

ヲ
好
、
僧
侶
ヲ
愛
ス
故
ニ
カ
、
毛
頭
世
間
カ
サ
ル
事
ナ
シ
、
人
中
ニ
チ
モ
壮
心
ニ
マ
カ
セ
、

過
言
有
テ
無
意
也
、
領
分
物
成
甚
ツ
ヨ
ク
、
民
困
窮
ス
、
脚
結
人
家
ヲ
望

　
愚
評
義
日
、
武
勇
甚
好
事
武
門
二
生
レ
テ
第
一
ナ
レ
ハ
最
添
上
毛
並
也
、
文
モ
ア
レ
ハ

　
弥
吉
、
利
根
発
明
過
ス
ル
事
イ
ハ
＼
少
疵
ナ
リ
、
禅
法
ヲ
好
、
僧
ヲ
愛
ス
ル
事
善
悪
付

難
シ
、
佛
法
モ
儒
法
モ
心
實
ノ
道
理
ニ
ヨ
ツ
テ
重
恩
モ
悪
ニ
モ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
也
、

又
人
中
ニ
テ
カ
サ
ル
事
ナ
ク
、
我
意
ニ
マ
カ
セ
言
語
ア
ル
事
無
禮
ナ
リ
ト
、
有
事
眼
ノ

付
所
ニ
テ
諸
事
イ
カ
ヤ
ゥ
ニ
モ
可
評
、
本
文
二
一
向
二
無
禮
ト
書
シ
幻
覚
束
ナ
シ
、
前

方
傳
聞
シ
ニ
無
禮
ノ
沙
汰
ナ
ケ
レ
勤
皇
禮
ニ
テ
有
マ
シ
、
佛
法
之
唯
心
ナ
ル
ヘ
シ
、

又
民
困
窮
ス
ル
ト
イ
カ
ン
ソ
ヤ
、
文
有
武
勇
ノ
人
立
ロ
ナ
ク
思
慮
有
ヘ
キ
享
ニ
ヤ
、
ア

タ
ラ
将
ノ
是
モ
耳
疾
疵
也
、
諸
牢
人
家
ヲ
望
ム
事
、
前
町
モ
記
ス
コ
ト
ク
武
勇
ヲ
好
ハ

将
ナ
ル
故
ナ
ル
ヘ
シ
、
畢
寛
武
門
向
ノ
達
人
ニ
ヤ

　
史
料
2
で
は
、
「
牢
人
」
が
望
む
大
名
家
は
、
本
文
・
愚
評
と
も
に
（
B
）
の
立
場
に
あ
る
。

本
文
で
は
「
武
勇
ヲ
好
ミ
、
文
学
ヲ
専
ト
ス
」
「
民
ヲ
不
貧
、
憐
慰
有
」
こ
と
を
「
誉
ノ
将
」

と
す
る
。
愚
評
で
は
「
諸
牢
人
家
ヲ
望
ム
事
」
は
、
「
武
将
ノ
徳
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
民
ヲ
憐
ム
」
こ
と
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　
一
方
、
史
料
3
の
本
文
記
述
は
（
A
）
の
立
場
に
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
高
評
の
記

述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
「
牢
人
」
が
望
む
家
と
「
武
勇
ヲ
好
ム
将
」
の

関
係
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
前
ニ
モ
記
ス
コ
ト
ク
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
本
全

体
の
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
史
料
2
の
よ
う
に
本
文
で
も
（
B
）
の
立
場
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
検
討
し
て
い
な
い
『
武
家
諌
忍
記
』
の
な
か
に
は
、
「
牢
人
」
が
仕
官
先
と
し
て
望
む
大

名
家
を
（
A
）
（
B
）
両
方
の
場
合
に
お
い
て
認
め
て
い
た
も
の
が
あ
り
、
今
回
検
討
し
た
『
武

家
諌
忍
記
』
諸
本
で
は
、
そ
の
愚
評
作
者
に
よ
っ
て
（
B
）
を
否
定
す
る
立
場
に
基
準
が
統

↓
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
最
後
に
本
文
に
「
牢
人
」
が
望
ま
な
い
と
記
述
の
あ
る
稲
葉
家
の
「
愚
論
」
を
見
て
お
こ

う
。

【
史
料
4
】
（
刈
谷
本
巻
九
、
稲
葉
信
通
）

信
通
、
文
武
両
道
共
ニ
カ
ケ
タ
リ
、
然
モ
好
伎
有
テ
諸
事
セ
ワ
シ
キ
将
故
主

人
家
ヲ
不
望

　
愚
評
義
日
、
過
テ
改
ル
ハ
人
倫
之
得
所
ナ
リ
、
信
通
ノ
行
跡
ヲ
ウ
ツ
事
ハ

　
　
一
向
心
得
カ
タ
シ
、
然
レ
ト
モ
若
年
ノ
昔
ヲ
ハ
シ
ラ
ス
、
近
年
家
法
或
ハ

　
信
通
ノ
行
ヲ
見
聞
ス
ル
ニ
甚
相
違
セ
リ
、
予
世
家
ノ
風
俗
ヲ
見
こ
知
り
、

先
文
武
ノ
道
カ
ケ
タ
リ
ト
云
リ
、
大
ナ
ル
偽
り
也
、
今
時
ノ
将
ノ
内
ニ
ハ

此
等
ノ
将
ホ
ト
ナ
ル
博
学
ナ
ル
人
ハ
ア
ラ
シ
、
山
間
好
誼
ト
、
難
ス
民
ヲ

憐
テ
、
諸
士
二
情
ヲ
下
シ
、
奮
事
ノ
法
ヲ
以
テ
國
家
ヲ
仕
置
ス
ル
程
ノ
人

餅
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如
何
シ
テ
聖
帝
ア
ル
ヘ
キ
、
但
シ
如
此
ノ
将
ヲ
ハ
ミ
ナ
悪
行
人
ト
云
ン
哉
、

文
武
ノ
道
ヲ
不
明
故
、
諸
牢
人
家
ヲ
不
望
ト
ヤ
、
其
道
ヲ
立
ル
浪
人
共
コ

ソ
心
床
シ
ク
思
ワ
ル
レ
、
若
此
書
ヲ
見
タ
ル
計
ニ
チ
ハ
行
ヒ
最
宜
シ
カ
ラ

サ
レ
ハ
サ
モ
ア
リ
ヌ
ヘ
シ
、
但
信
通
才
智
襲
明
ニ
テ
義
理
ヲ
正
シ
、
道
ヲ

行
ヒ
、
鴫
近
外
様
二
至
ル
マ
テ
家
士
ノ
氏
族
ヲ
召
出
シ
老
少
ト
ナ
ク
扶
持

ヲ
加
ヘ
シ
メ
ラ
ル
、
二
十
テ
佗
ノ
牢
人
ヲ
招
キ
暴
騰
不
及
、
然
ル
ト
キ
ニ

ハ
望
ト
モ
甲
斐
有
マ
シ
、
本
文
ノ
作
者
曽
テ
善
不
善
ノ
考
ナ
キ
ト
見
ヘ
タ

リ

　
史
料
4
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
本
文
と
愚
評
の
作
者
と
で
意
見
が
食
い
違
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
愚
評
作
者
は
、
実
際
に
稲
葉
家
の
様
子
を
見
聞
き

し
、
本
文
の
信
通
に
対
す
る
記
述
に
反
論
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
本
文
ノ
作
者
曽
テ
善
不

善
ノ
考
ナ
キ
ト
見
ヘ
タ
リ
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
愚
評
作
者
の
論
理
が
明
快
に

わ
か
る
。

　
愚
評
作
者
は
、
本
文
に
お
け
る
信
通
の
評
価
に
つ
い
て
「
文
武
ノ
道
ヲ
不
明
故
、
諸
牢
人

家
ヲ
希
望
ト
ヤ
」
と
、
本
文
作
者
の
意
図
を
説
明
し
て
い
る
。
愚
評
作
者
の
な
か
で
は
、
先

述
の
よ
う
に
「
文
武
両
道
土
ハ
ニ
カ
ケ
」
る
大
名
ゆ
え
に
「
牢
人
」
が
仕
官
先
と
し
て
望
ま
な

い
と
い
う
論
理
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
注
諾
し
た
い
の
は
、
愚
評
作
者
が
「
牢
人
」
（
「
浪
人
」
）
の
役
割
を
提
示
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
文
武
ノ
道
ヲ
不
明
」
で
あ
る
大
名
に
対
し
て
「
其
道
」
（
1
1

「
文
武
ノ
道
」
）
を
立
て
る
「
浪
人
」
こ
そ
心
ゆ
か
し
い
と
す
る
。
「
文
武
ノ
道
」
を
理
解
し

て
い
な
い
大
名
に
対
し
て
、
そ
れ
を
教
え
と
く
こ
と
が
「
浪
人
」
の
役
割
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
箇
所
の
み
「
牢
人
」
で
は
な
く
「
浪
人
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
武

勇
ヲ
好
」
大
名
家
を
望
む
「
牢
人
」
と
「
文
武
ノ
道
」
を
教
え
と
く
「
浪
人
」
と
で
区
別
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
「
牢
人
」
「
浪
人
」
表
記
の
違
い
に
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
興
味
深
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
第
一
節
小
満
に
て
ま
と
め
た
の
で
、
こ
こ

で
は
第
一
節
に
お
け
る
本
多
家
の
検
討
か
ら
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
共
通
す
る
理
解
と
し

て
考
え
た
「
血
気
ノ
勇
」
に
対
す
る
理
解
と
、
第
二
節
で
検
討
し
た
「
牢
人
」
「
浪
人
」
が
仕

官
先
と
し
て
望
む
大
名
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
『
武
家
諌
忍
記
』
に
お
い
て
「
牢
人
」
「
浪
人
」
が
仕
官
先
と
し
て
望
む
大
名
家
（
「
誉
ノ

将
」
）
に
は
二
つ
の
像
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
（
A
）
「
武
勇
力
量
」
の
み
優
れ
た

将
、
（
B
）
「
智
仁
勇
」
を
兼
備
し
、
「
家
民
ヲ
憐
」
む
将
、
の
二
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
像
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
回
検
討
し
た
『
武
家
諌

忍
記
』
に
お
い
て
は
、
本
文
作
者
と
愚
評
作
者
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
愚
評
作
者

は
「
牢
人
」
「
浪
人
」
が
大
名
立
像
を
（
B
）
の
立
場
に
統
一
し
て
い
る
。
（
A
）
の
立
場
を

否
定
す
る
の
は
、
文
武
両
道
に
か
け
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
立
場
を
決
定
的
に
分
け
る
鍵
と

な
る
の
が
「
勇
」
の
理
解
で
あ
る
。
愚
評
作
者
は
、
文
武
両
道
に
か
け
る
大
名
を
「
血
気
ノ

勇
」
と
し
、
文
武
両
道
が
備
わ
っ
て
い
る
大
名
を
「
仁
義
ノ
勇
」
（
「
智
仁
ノ
勇
」
）
と
し
て
区

別
し
、
（
A
）
の
立
場
を
「
血
気
ノ
勇
」
と
し
て
否
定
し
て
い
た
。

　
今
回
検
討
し
た
『
武
家
諌
忍
所
』
の
書
評
作
者
が
構
築
し
た
、
右
の
主
張
は

後
年
成
立
の
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
で
も
引
き
継
が
れ
、
「
大
名
評
判
記
」
の
基
調
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
最
後
に
問
題
は
、
今
回
検
討
し
た
『
武
家
諌
忍
記
』
の
愚
評
作
者
は
、
い
か
な
る
人
物
で
、

ど
の
よ
う
な
思
想
基
盤
の
も
と
形
成
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
思
想
基
盤
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
「
太
平
記
読
み
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
武
家
諫
追
記
』
巻
＝
二
の
松
平
恒
元
の
愚
評

に
は
「
昔
ノ
名
将
・
良
将
ノ
士
卒
ヲ
用
玉
フ
事
ヲ
知
タ
マ
へ
」
と
し
て
楠
正
成
の
行
跡
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
初
期
に
お
け
る
「
牢
人
」
「
浪
人
」
の
意
義
を
考
え
る
う
え
で

も
、
今
回
の
検
討
は
興
味
深
い
も
の
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
注
】

ω
「
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
冠
応
護
』
『
諫
懲
記
後
正
』
に
お
け
る
「
渡
り
侍
」
「
浪
人
」
」
（
『
「
大
名
評
判
記
」

　
の
基
礎
的
研
究
』
科
研
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
）
。

②
若
尾
政
希
「
『
大
名
評
判
記
』
諸
本
に
つ
い
て
」
（
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
、
注
1
参
照
）
。

㈹
　
『
『
土
芥
寵
雛
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
（
科
研
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
四
年
）
の
第
二
班
「
『
土
芥
竃
離
記
』

　
に
求
め
ら
れ
た
君
主
像
」
、
第
四
班
「
『
土
芥
冠
離
記
』
に
お
け
る
大
名
像
1
「
文
」
「
武
」
を
め
ぐ
っ
て

　
一
」
、
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
（
注
1
参
照
）
の
第
四
班
「
評
価
基
準
か
ら
「
大
名
評
判
記
」

　
を
考
え
る
」
の
各
論
を
参
照
の
こ
と
。

ω
前
稿
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
一
九
家
、
『
土
芥
竃
翫
記
』
二
一
二
家
と
あ
る
が
、
本
稿
の
数
が
正
し
い
。

　
前
稿
で
の
ミ
ス
は
単
純
な
計
算
ミ
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
を
か
り
て
お
詫
び
し
て
訂
正
し
た
い
。

㈲
そ
の
詳
細
は
「
第
一
一
．
班
総
論
」
を
参
照
の
こ
と
。

⑥
以
下
、
同
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
冠
離
記
』
『
諌
懲
記
後
園
』
に
お
け
る

　
「
渡
り
侍
」
「
浪
人
」
」
（
注
－
参
照
）
を
参
照
。
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表つ第

正後記懲諌記芥土

騰
忠

原藤守登能
多

本3
9

㍗
巻

呼原藤守野下
多

本4
4

4
．

ユ

巻 葵
立

内ノ

丸
紋家

字
ノ

本二
丸葵

立紋

妹
長

綱守芸
安

平松室
内

娘政
光

郎太
新

平松ハ室

軒
也

弟

ハ実
既

之万
名

童
甑忠

守
登能子

嫡

一十
四

ニ
旧

下位五従九十五二午庚下位五従

禰
藻
瓢

赫
茄

ｮ
灘
爆

舞
珈
駆
箔
畑
嚢

本
ノ
石
加
髪
受
ス
元
力

本
之
月
野
都
ジ
ハ
也
本
忠
居
余
弾
万
ズ

　
灘

リ
ナ霜

葉
二二

衛

達
左

・
魁
簾

へ
　
よ
　
　

・
六
趣

江
度
由
難

　
　諺翻

論
雛野

識為藩諺饗

忠
正
怠

　
ラ

傭
ヲ晶菱

織旛繋蕃謹 妖
糊
芸
盤
浩

　
　
　
　
　
憐

薪
残
塁

馳
掩
護

　

云
ト

ル

忠
シ
ト

法
勝
長
男
翌
旦

齢
繍
漁

鍔
懸
簾
諺

鞍
歯
噛
誼

評
」
メ
様
生
ナ
レ
ル
シ

愚
シ
勤
キ
義
明
サ
ア
ニ

綿
織

幕
霧
羅
蜘
㌣
齢
睡
臥
歎
撫
鉄
聾

謁
曲
学
キ
不
芸
小
男
カ
リ
者
テ
子
羊
ニ
ル
左
心
ヤ
ン
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表
2

第

正後記二二記二二土
春

昌
平郎太熊

平
奥5

1
続巻章

昌
平

守
作美平奥2

5研麹 月
半亦潟謙辞

内ノ
丸

紋
家潟沢

内ノ

丸紋

薩
娘能

昌
亮膳大平奥室

軒貯 八二

　

宜
無

歳三廿二

午
庚忍位五従

　
灘
　
　
灘
　
　

九
本
村
ヲ
孫
ナ
奉
ニ
ス
下
目
五
年
神
町
靴
敷
サ
次
領
幼

蟻
購
轟
謙

撫
耀

u
講
鱗

軽
肛
藻

本
孫
テ
督
廿
ジ
物
守
其
守
居
上
ヨ
人
ノ
ニ
バ
地
由
家

運
縮
津
誇
晶

戴
諺
絡
励

　
　
　
　
ヒ
モ
乃
テ

糀甑敏論難
鰍
云

劃
伝匙難

頃獣辮
擁昌

二
盛
宴
キ
上
得
シ
請
公
任
衆
酒
肥

勤
ナ
諸
翠
ト
へ
慌
口

日
政
礼
ル
テ
人
ク
興
死
ナ

評
ノ
シ
タ
ヘ
ル
ナ
遊
病
ト

愚
家
ク
臣
教
タ
ヒ
宴
ニ
シ
忠

ノ
ゾ

比ニルフ
ヲ　

上シ去上用二劣
京士

ク
ナ悪

化
ム

テニキ折一
工

ハレナ
ノ

一心
艸　

比之テ
£ヲ

驚
シ

、
。た悪

メ
殖

ヲノ

無

－
、

け却二

番

儲
講
鷲
鱗
忠
ノ

ノ能昌ノ

子其
ヲ

シ

エ

ナ
ノ

無廿
ク螢リ

スへ

陪
審忍テ

トヒノ

山蠣
に
響
議
罐
死

髪
轟
弩
震
調

音
へ
任
以
卦
ヲ
イ
月
大
リ

ン
が二ルナ

晒
〃

芝

ダ撫鰍囲 シヘルサ

心ノ
テン

、
、
、

艮

ヲキナ
ロノ

此
爲カ

ーノ

ノ

忠ハレ然愚ヅ
心

凡ハム

A
ヲ

ヘ
ミ

恨テ
去

ひ
ヘ

ハ

ヲ
た悪

ノ

ロい
ミ

虫

干描者始肺二一
ノ

婦ルナ
ト

室
販が

ロ

ハ

亀

山

画

具

ス
ー

ナ
ノ

将テニ
ノ

虐血ルナ
ト

テ

㍑

、

肺キ
ヒ　、

ヲ
「悲バ

幽門ハ燃ル
ラヲ

ハ去ヤ
カト

ス
硲刀

一
ナ

正

テニ

ム

勿ハ

ル
サ

レハ愚
ヲ一

只
リタ

ヘ

ト
キナモ借

ノ
た悪

ゆ

止
ヲ

道ルス
い

恐万テシ
　ヲ

一

，

テシ
ヲ

一

二
十

滋
骨

知げ 嘉

応麟

哲
去

嬬
灘

粧
巧至
ﾘ
擁
講
隠
犠

謳
ナ
色
ト
ト
興
将
敵
が
上
ス
法
テ
云
名
所
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⊂
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8
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分
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画
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田
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凝
嵐
測
昭
孟
月
醤
ノ
・
ワ
醜
同
気
い
で
部
曽
輻
針
♂
幼
孤
憐
測
群
縞
珊
洲
咽
一
疎
喜
前
V
口
口
＼
首
D
い
部
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無
徳
蝋
一
町
霜
＼
丑
い
ぐ
翠
黛
逼
ヰ
マ
部
’
々
誉
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無
雲
引
睡
’
藩
》
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暦
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ノ
珊
’
洲
団
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蕗
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風
興
】

t
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1

睡
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恥

①
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司
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O
O
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分

曲
論
鰍
嚇
沸
斗
㌣
’
醤
申
理
脅
欝
’
尋
碍
頭
萌
引
厨
薄

恥
穂
沫
タ

壁
薔
ま
タ

恥
蕪
ま
タ

聖
麟
潰
乱

1

ω

蟄
即
沫
耕

謂
雪
墨
刑

ω
㎝
司
刈
8
0
創
冷
論
集
四
丁
濤
酎
昧
噛
恭
露
’
叢
醤
＼
等
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B
ξ
＼
・
＝
陵
、
～
早
立
♪
国
翠
翻
尋
↓
噛
で
ノ
藩
℃
盃
乙
部
斗
㌣

蟄
恥
ま
灘

蟄
恥
当
薬

蟄
恥
沫
灘

舗
設
凍
雲
　
　
1

1

ト
磁
蓋
螺

蔵
男
来
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ω
O
司
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画
引
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押
＼
興
初
口
㌣
’
彊
丑
画
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♂
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＝
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轟
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酢
書
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n
d
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国
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宙
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醗
】

【
欝
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三
】

一

一

1

【
耕
脳
興
螺
】

汁
丁
幾
｝

一
睡
q
創

層

【
針
恥
興
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】

一

一

一

1

切

【
薗
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軸
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旨
凋
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郵

一
ト
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d
創
冷
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洲
＼
勢
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輩
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＃
軒
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＃
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薗
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1

1

①
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‡
濁
沫
風
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目
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U
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O
創
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i
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南
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畑
潜
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1
　
　
　
　
1

一
　
．
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＆
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叫
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